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住宅耐震化の３つの問題。 

1.  RC・鉄骨造では、１９８１年建築基準法が改正された。 

旧耐震基準住宅は大地震時の耐震性が十分ではない。 

耐震改修の多くの費用が掛かる。 

 

 

2. 木造住宅では2000年法改正まで大地震時の明確な耐震基準が無く、

また、現在の耐震設計も任意の制度であるため、耐震化が進んで

いるのか不明。 

 

3. 繰返しの地震に対する耐震化は、議論が始まったばかりである。 
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熊本地震 

2016年（平成28年）4月14日21時26分 

住宅の全壊：  8,125棟 
住宅の半壊： 28,424棟 
一部破損 ：133,140棟 
公共建物 ：      310棟 

 
2016年8月15日時点 



この国は今、 

5 



 
6 



活動計画案とご提案 

耐震100％実行委員会委員長 

田鎖 郁男 
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「耐震住宅100%」実行委員会の目的 

阪神淡路大震災における死者の9割は住宅が原因でした。 

旧耐震住宅の倒壊により、本来命を守るべき自宅が凶器となってしまったのです。東

日本大震災を経験した今日でも日本の住宅の耐震化は進んでいません。 

旧耐震基準の木造住宅はまだ約1000万戸あり、そこに住んでいるのはおよそ2000万

人。この旧耐震住宅を新たな耐震基準の住宅に変えれば、そのうち9割の命が救えま

す。しかし残念ながら、この事実は、まだあまり知られていません。政府は旧耐震住宅

を減らす国土強靭化政策を進めていますが、まだまだその知名度、浸透度は低いの

が現状です。 

国が耐震住宅を９５％にするという目的を掲げた今、「耐震住宅100%」は、建設業界

全体に対し、耐震性の高い木造住宅の建築を促し、旧耐震で建設された建物の改築

と改修を促すことを目的としています。 
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「耐震住宅100%」実行委員会の活動内容 

①耐震設計された新築住宅を増やすこと。 
 
 大地震（震度6強）に対し、大破せず、軽微な損傷である住宅 
 を設計し建築すること。耐震等級２以上を標準とすること。 

②耐震化100％に向けた啓蒙活動を行うこと。 
 
 最大の防災は、耐震住宅を作ることである。 
 耐震設計が普及すべく耐震性の無い建物の危険性を広く伝え、 
 耐震改修・改築を促すこと。 
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目指すべき新しい社会活動の形態 

耐震新築事業 耐震新築事業 啓蒙普及活動 啓蒙普及活動 

活動 

共感 

本活動はビジネスを伴って継続できる仕組み 本活動はビジネスを伴って継続できる仕組み 
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社会貢献⇔経済活動 社会貢献⇔経済活動 

耐震化 
100% 
耐震化 
100% 



2020年までに１００％にする道筋 

2014 2014 

2015 2015 

2016 2016 

2017 2017 

2018 2018 

2019 2019 

メディア露出（社会的信用の獲得） 

お客様や近くの方々への活動 

地域での活動 

建築業以外の方も 
巻き込んで活動 

他社も巻き込ん
で活動 

2015〜2016年は、 

「ＯＢ・新築のお客様に知ってもらう」 
 
2017〜2018年 

「工務店から地域活動へ」 
 
2019〜2020年 

「社会全体の活動へ」 

社会的信用の獲得 

社会活動へ 

地域の人に情報発信 

イベント 
（認知） 

耐震住宅100％の実績をアピールし、 
自社も見込客へのイベントに参加すること
で、「耐震住宅100％」を知ってもらう。 

より多くの人に情報発信 

耐震住宅100％について、多くの仲間がい
ることをアピールすることで、認知ととも
に、信頼を獲得できるようなイベントを開
催。 
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耐震化率

８２％ 
耐震化率

８２％ 



広告で認知 

耐震住宅100％活動 

耐震住宅100％運動 

国土強靭化計画 

最初から耐震住宅の企業 
（SE構法登録施工店） 

社会・世の中 

社会的課題 

問題解決 
するために 情報を発信 
（テレビ・ラジオ） 

社会的信用 
レジリエンス大賞 

（2014年） 

FBから23万人 

「共感」 
（2015年） 

「共感」 「共感」 

2016年から 

プロモーション 

社会貢献している会社から「買いたい」 
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2015年 活動報告 
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2015年の「耐震住宅100％」 認知促進活動 

１ １ 

「あなたの残したい建物」の耐震化を実施 

清水次郎長を残すためのファンディングを、OBのお客様や新規のお客様に伝えよう！ 

３ ３ 「（仮）チャレンジ2020」ＦＭ公開録音イベント 

2020年のキーワードで、OB客や既存客との交流のきっかけとして 

４ ４ 「耐震住宅100％ムービー」〜Focus on inside〜 

「耐震住宅100％」の運動の軸である「家の中身（構造）の重要性」を伝える 

２ ２ 

「耐震住宅をFacebookで伝えよう」 
「耐震住宅」を建てたらFacebookに。 
家を建てた人も「耐震住宅100％」の運動に参加していることを伝える。 
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１ １ 「耐震住宅の喜びをFacebookで伝えよう」 

「耐震住宅」を建てたらFacebookに。 
家を建てた人も「耐震住宅100％」の運動に参加していることを伝える。 



『耐震住宅100％』 

Facebook 24,223いいね！ 
昨年度17,729いいね！36%アップ 
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施主や関係者を巻き込んだFacebookによる運動 
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２ ２ 「あなたの残したい建物」耐震化を実施 

耐震化したいのは、建物と共に、歴史・文化をのこすことでもあるのです。 
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最新の技術基準で 
復元 

2016年10月着工→2017年3月完成 
重要文化財指定（予定） 
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耐震住宅100％実行委員会で実施した 
 

「清水の次郎長の生家改修工事」により 

「清水の次郎長の生家」が 

文化財認定 

耐震住宅100％の活動が地域の人々
の活動と共に、語られ後世に残る。 
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３ ３ 「チャレンジ2020」ＦＭ公開録音イベント 

2020年のキーワードで、一般の方々との交流のきっかけとして 



ラジオ公開録音イベント 

2015年10月31日名古屋通信ビル 

ゲスト：鈴木明子 ホリ 

＜実行委員＞ 

ニケンハウジング 丹羽八州男社長 

2015年11月21日時事通信ホール 

ゲスト：田中雅美 ずん 

＜実行委員＞ 

ホープス 清野廣道社長 

2015年11月22日ブリーゼプラザ 

ゲスト：野村忠宏 サバンナ八木 

＜実行委員＞ 

エーティーエム建築 笹川晋也社長 



ラジオ公開録音イベント 68万人に。 
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４ ４ 「耐震住宅100％ムービー」〜Focus on inside〜 

「耐震住宅100％」の運動の軸である「家の中身（構造）の重要性」を伝える 
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視聴回数5,467回 

「耐震住宅100％ムービー」の活用 
 
WEBと連携、イベントでの活用 



2020年までに１００％にする道筋 

2014 2014 

2016 2016 

2017 2017 

2018 2018 

2019 2019 

メディア露出（社会的信用の獲得） 

お客様や近くの方々への活動 

地域での活動 

建築業以外の方も 
巻き込んで活動 

他社も巻き込ん
で活動 

2015〜2016年は、 

「ＯＢ・新築のお客様に知ってもらう」 
 
2017〜2018年 

「工務店から地域活動へ」 
 
2019〜2020年 

「社会全体の活動へ」 

社会的信用の獲得 

社会活動へ 

地域の人に情報発信 

イベント 
（認知） 

耐震住宅100％の実績をアピールし、 
自社も見込客へのイベントに参加すること
で、「耐震住宅100％」を知ってもらう。 

より多くの人に情報発信 

耐震住宅100％について、多くの仲間がい
ることをアピールすることで、認知ととも
に、信頼を獲得できるようなイベントを開
催。 

31 

耐震化率

８２％ 
耐震化率

８２％ 

2015 2015 
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 しかし、２年間の活動を振り返って 
活動の広がりに停滞感  

参加登録店数  
2014年度 177社 → 2015年度168社 

ジャパンギビングへの投稿 109人 

FACEBOOKへの耐震住宅100％の投稿 29社 



この２つの阻害要因を排除しなければ、 

      耐震住宅100%活動は広がらない！ 
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阻害要因①  
計画が一方的で、自分ごとに感じられなかった 

阻害要因②  
活動内容や収支が報告されず、不透明感があった 



■活動を自分化へ 

皆様の意志をもって、 

      どのような活動に使うかを協議し計画する。 

 

■収支の不透明感を払拭 

収支報告の透明化 
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2016年度 継続できる活動へ 
運営を改善します。 

実行委員の皆さんの活動として運営します。 
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耐震住宅100%実行委員会を法人化 



運営活動2016年のテーマ 

•

•
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例えば、地元のイベントで 

耐震・防災ワークショップ 
  supported  by 
100%実行委員会 



地域で配布し、 
耐震の必要性を訴える。 
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2016年の「耐震住宅100％」 プロモーション案 

１ １ 

「あなたの残したい建物」の耐震化を実施 

清水次郎長を残すためのファンディングを、OBのお客様や新規のお客様に伝えよう！ 

３ ３ 「耐震住宅100％ムービー」〜Focus on inside〜 

「耐震住宅100％」の運動の軸である「家の中身（構造）の重要性」を伝える 

２ ２ 

「耐震住宅をFacebookで伝えよう」 
「耐震住宅」を建てたらFacebookに。 
家を建てた人も「耐震住宅100％」の運動に参加していることを伝える。 



2020年までに１００％にする道筋 

2014 2014 

2016 2016 

2017 2017 

2018 2018 

2019 2019 

メディア露出（社会的信用の獲得） 

お客様や近くの方々への活動 

地域での活動 

建築業以外の方も 
巻き込んで活動 

他社も巻き込ん
で活動 

2015〜2016年は、 

「ＯＢ・新築のお客様に知ってもらう」 
 
2017〜2018年 

「工務店から地域活動へ」 
 
2019〜2020年 

「社会全体の活動へ」 

社会的信用の獲得 

社会活動へ 

地域の人に情報発信 

イベント 
（認知） 

耐震住宅100％の実績をアピールし、 
自社も見込客へのイベントに参加すること
で、「耐震住宅100％」を知ってもらう。 

より多くの人に情報発信 

耐震住宅100％について、多くの仲間がい
ることをアピールすることで、認知ととも
に、信頼を獲得できるようなイベントを開
催。 
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耐震化率

８２％ 
耐震化率

８２％ 

2015 2015 

2016～2018年は 
「工務店から地域活動へ」 



「耐震住宅１００％」 

「耐震化」における 
住宅業界全体のリーダーシップ 

をとる団体 

「耐震100%実行委員会」活動を継続する。 
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法人化へ 



耐震住宅１００％ 

企業の信頼を確実な証とする。 

プロモーションに加えて 

「一般社団法人として社会貢献」 
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